
中央アジアの結節点
パミール

―自然と暮らし、歴史―

本多海太郎



何故 パミールなのか
学生時代の悔しさ

停年退職で時間の余裕

シルクロードの結節点

東西の真ん中で通行が難しいところ

オアシスはみんなが行っている

登山家だけの世界と思われていた

今までは行かれなかった、今なら行ける
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Ｊ.ウッドのルート
アムダリアの河源を探索



Ｆ.ヤングハズバンドのルート
ドラマチックなグレートゲームの役者



Ｓ.ヘディンのルート
パミール東部も探検



Ｇ.カーゾンのルート
アムダリアの河源確認



Ａ.スタインのルート
パミール全域の精力的な踏査



大谷光瑞のルート
日本人も探検競走に参加



中央アジアでの踏査









パミールの旅行事情

ガイド

交通手段

道路

宿

食べ物

風景

動物

温泉

冬の旅

現地ガイド必須

おおむね良好？ 舗装は一部

ゲストハウス(民宿) ユルト テント

パンとヨーグルト類 種類少ない 野菜少ない

高山地帯 最高！

家畜と野生動物 マルコポーロシープ

秘湯の旅

４０００ｍ以上でも、旅が出来る

チャーター四駆









押しても引いても掛からないエンジン ついにはこんな事も



背後は民宿 左は民宿の女主キルギス人 右は運転手タジク人













何を見たのか

・交通路の再確認

・歴史的、探険家、学者達の足跡

・民族大移動の道

・貿易の道

・戦争の道

・遺跡、岩絵、地表構築物

・人々の生活



ワハン・パミールの歴史的意義
いわゆるシルクロードには

• １ 民族移動の道（数万人と家畜を養う食料
-牧草が必要）

• 匈奴はもっと北の草原の道を動いた？

• 月氏の西遷

• 漢代以降、西域を経てバクトリア方面への最も近い
道







• ２ 交易の道……文化（宗教も含む）

–政治状況、軍事状況により、より安全、有利なとこ
ろを通る

–気候状況も今とは違う？ 氷河の前進、後退。牧
草の繁茂状態。

–中国への仏教招来は漢代の記録からあり

• 法顕（北魏３９９～）葱嶺通過

• 宋雲・恵生（北魏５１８～）ワハン通過

• 玄奘（唐６２９～）帰路にワハン通過

• 悟空（唐７５１～）ワハン（シュグナン道か？）通過

–マルコ・ポーロ（１２７１～）ワハン通過





















• ３ 軍事行動の道（無理をしてでも通る。大規
模な人と家畜の糧食確保も必要）

–漢の武帝の時代

• 張騫（烏孫大宛の情報）

• 班超（一時はカシュガルの西１５カ国も支配下に、部下の
甘英はパルティアに）

• 李広利と大宛遠征

–唐の高仙芝のギルギット侵攻（７４７）

–異教徒の掠奪侵攻

–清朝の西域拡張

–英露のグレートゲーム

–ソ連のアフガン侵攻

























Ｓ.Ｔｏｉｍａｓｔｏｖ



マーコールシープの群れ

























変化するパミール

ソ連崩壊後、中央アジアの最貧国へ、そこへ中国の
台頭

・新グレートゲーム時代……従来の南北―英露に替
わって東西―米露、さらに東西―中露の時代へ

……資源の草刈り場、一帯一路、新しい道路、トン
ネル、鉱山開発、国土切り売り？ 水力資源

・アフガニスタンと約1000キロに亘って国境を接する
が為の負担……民族・麻薬・ＩＳ



中央はアムダリア 左はタジキスタン 右はアフガニスタン









ドシャンベ―ホジャンド間にある中国が造った
イスタラフシャントンネル







今後のタジキスタンの希望

・旧ソ連の遺産……教育、女性の活躍？の価
値を知っている。

・観光資源が豊富……高山、砂漠、希少動物
……秘境らしさ

・地下資源……鉱物資源、水(水力発電)



今後の（タジキスタン）パミール旅行

–素晴らしい景観……山・谷・動物

–地政学と歴史

–気軽にはお勧めできない状況

• 旅のインフラ未整備

• 治安 IS等の浸透・麻薬の流通経路

• 国境警備の強化

–ハイウェイを外れた谷の探索は地元の旅行社で
ガイド・ジープ・運転手の手配を



パミールは

・シルクロードを、歴史を、実感するところ

・高所登山だけではなく、より大胆な遊びの舞台
としても認識されるようになった。

• 本格的登山

• トレッキング

• 自転車ツーリング

• ホーストレッキング

• フォト・ハンティング



おすすめのパミール

• 乾燥した風景

• 6000～7000ｍ級の山々

• 動物・家畜

• 人がいない

• 多様化した遊び

• 冬のマルコ＝ポーロ・シープ


